
　 　
　　　　　　　　　　　　





さらに危険認知速度注１で比較すると、図5 に示

すように高齢者と他の年齢層では大きな違いはみ

られません。

高齢者と他の年齢層は、同じ交通環境下で事故

に遭遇していると思われます。
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1．4 死亡・重傷率が高い高齢者

同じ衝撃を受けた場合、高齢者と他の年齢層

でケガの程度に差があるのかを、シートベルト

を着用して事故にあった運転者を対象にみてみ

ました。

事故時に車両が受けた衝撃力を、車両損壊程

度注２で表し、同じ損壊程度の車両に乗車してい

た高齢者と他の年齢層の死亡率と重傷率を比較

しました。車両損壊程度は大破、中破、小破の

３段階に分類され、大破が最も激しい壊れの状

況を示し、乗員は強い衝撃を受けたことになり

ます。ケガの程度は死亡率と重傷率注３で表しま

す。死亡、重傷、軽傷の定義を注４に示します。

年齢層別の死亡率および重傷率を車両損壊程度

別にそれぞれ示したのが図6.1 と図6.2 です。死

亡率は図6.１に示すように大破、中破とも30歳付

近が最も低く、年齢が上がるに従い死亡率の割合

が高くなる傾向を示しています。重傷率

（図6.2 ）も同じ傾向にあります。

このように、高齢者と他の年齢層との死亡、重

傷率を同じ車両損壊程度で比較すると、高齢者の

方が高い割合となっています。これは、高齢者が

他の年齢層と同じ衝撃を受けた場合、怪我の程度

が重くなる傾向にあることを示しています。

1．3 同じ交通環境下で事故に遭遇

それでは、高齢者と他の年齢層で事故状況に

違いがあるかをみてみます。

どの様な事故が多いのかを事故類型でみます

と、図4 に示すように高齢者および他の年齢層と

も追突が約半数を占めて最も多く、次に出会い

頭（約25％）の順となっており、両者はほぼ同

じ傾向を示しています。
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図4 人身事故の事故類型別構成率
図5 危険認知速度の累積百分率
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（注１）その事故の相手方である車両、人、物件等を認め、危険な状況を最初に認知したときの速度をいいます







　

 

 

 

　

　






